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平
成
18
年
３
月
31
日
、
南
島
原
市

の
誕
生
と
共
に
、
有
家
町
山
川
に
あ

っ
た
、
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
南
分
署
は
、
南
島
原
消
防
署
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
他
の
分
署
も
、
こ

れ
ま
で
の
島
原
署
を
中
心
と
す
る
消

防
活
動
か
ら
、
南
島
原
署
を
核
と
し

た
消
防
、
救
急
活
動
へ
と
変
化
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
役
割
の
高
ま
り
の
一

方
で
、
手
狭
で
老
朽
化
の
進
む
南
島

原
署
で
は
、
機
能
集
積
が
難
し
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
平
成
21
年
３
月
25
日
、
広
域
市

町
村
圏
組
合
の
定
例
議
会
で
、
南
島

原
消
防
庁
舎
建
設
に
係
る
基
本
・
実

施
設
計
の
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
南

島
原
署
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
。
着
々

と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

地
盤
も
固
く
、
国
道
に
近
い
な
ど
、

交
通
ア
ク
セ
ス
も
よ
い
、
西
有
家
町

須
川
の
現
在
地
に
新
し
い
南
島
原
署

が
完
成
。
４
月
１
日
か
ら
は
、
業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
救
助
工
作
車
と
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
２
台
が
新
た
に
配
備
さ
れ
、

指
揮
車
１
台
、
消
防
車
両
３
台
、
救
急
車
１
台
の

計
５
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
西
有
家
、
有
家
地
区
だ
け
で
な
く
、

必
要
に
応
じ
、
市
内
全
域
に
出
動
し
ま
す
。

　

市
民
の
「
安
心
と
安
全
」
を
、
高
い
技
術
が
支

え
て
い
る
の
で
す
。

救助工作車
サーチライトやクレーン、ウイ
ンチなどを装備する、人命救助
に特化した車両。がれきや倒木
を引き上げたり、要救助者を引
き上げることができる。

災害対応特殊水槽付
消防ポンプ自動車
キャフス（消火泡圧縮吐出装置）
の搭載が特徴。同自動車は、消
火剤と混合して発泡した泡で消
火。７倍の消火性能と、高い節
水効率を誇る。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
と
、
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興

を
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
す
で
に
報
道
な
ど
で
ご
承
知
の
と
お
り
、

東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
甚
大
な
被
害
、
さ
ら
に
は
、

原
子
力
発
電
所
の
損
傷
に
よ
る
放
射
性
物
質
が
漏
れ

出
る
事
態
に
日
本
中
が
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。

　
南
島
原
市
で
も
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
多
く
の
義
援
金
や
救
援
物
資
を
現
地
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
、
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
、

現
地
の
苦
し
み
は
、
今
も
な
お
続
い
て
い
る
状
況
で

す
。
市
で
は
、
議
会
の
皆
さ
ま
と
相
談
の
上
、
独
自

の
支
援
策
と
し
て
、
義
援
金
と
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

市
の
単
独
予
算
で
準
備
い
た
し
ま
し
た
。

　
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
貴
重
な
財
源
か
ら
の
支

援
と
な
り
ま
す
が
、
か
つ
て
被
災
し
、
全
国
か
ら
多

く
の
支
援
を
受
け
た
経
験
か
ら
、「
今
こ
そ
恩
返
し

の
と
き
」
と
判
断
し
、
今
回
の
支
援
を
決
定
し
た
も

の
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
、
こ
れ
か
ら
の
い
っ
そ
う
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
島
原
市
長

これまでにいただいた義援金の合計
1,439万2,137円

（４月15日送金分まで）

3月26日、27日にお寄せいただいた救援物資
　■物資提供者数 ・・・・・・・・ ２,１００人
　■内容別件数 
　　タオル ・・・・・・・・・・・・・・ ３２,０００枚
　　バスタオル ・・・・・・・・・・ 　３,３００枚
　　毛布 ・・・・・・・・・・・・・・・・ １,４００枚
　　使い捨てカイロ ・・・・・・ １４,０００個

3月17日に搬送した救援物資
　■市で保管物資（毛布） ・・・・・・ ２９０枚

■市の予算から
　総額1 億5,474 万1 千円
　を準備しました。

■義援金：5,230万5千円
　義援金は、被災３県のほか、南三陸町に届けます。

■人的支援：2,632万1千円
　被災地へ保健師、一般職員などを派遣します。

■物的支援：1,192万7千円
　そうめんの炊き出し、支援物資の提供 など

■被災者受入支援：6,418万8千円
　◆公営住宅、空き家の提供
　◆被災地の子どもたちのホームステイ・交流支援
　◆被災者への生活支援

空き家、ホームステイ先を探しています。
提供できる人はご協力をお願いします。
まずはお電話で。

分
署
か
ら
消
防
署
へ

今
、
な
ぜ
建
設
か

よ
り
高
度
な
消
防
活
動
の
た
め
に

〜
新
た
な
消
防
車
両
の
配
備
〜

導入により、救助活動の幅が一段と広が
りました。

無数の泡による消火が特徴。

ココが違う！Point①

　
３
月
19
日
、
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
南
島
原
消
防
署
の
竣
工
式
が
、
西
有
家
町

須
川
の
同
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
藤
原
市
長
も
、
横
田
修
一
郎
管
理
者
（
島

原
市
長
）
ら
と
共
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

新
「
南
島
原
消
防
署
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を
特
集
し
ま
す
。
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。
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。
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特 集

南
島
原
消
防
署

完
成
南
島
原
消
防
署

完
成

被
災
地
へ
の
支
援
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３月26日、27日に提供いただいた救援物資は、仕分けを
行い、４月５日、現地に向け出発。10トン車２台分にも
なりました。皆さんの善意とご厚意に深く感謝いたします。

私たちは、
支援を続けます。

東日本大震災
義援金募集

問 東日本大震災南島原市緊急支援本部（総務課内）
　 ☎０５０（３３８１）５０２０

被災地の１日も早い復興をお祈りします。
ば 市役所各庁舎一階　お 福祉課  ☎０５０（３３８１）５０５１

届けよう！
みんなの力で
復興支援！


